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尾
道
学
と
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『
尾
道
志
稿
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

荒
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正
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こ
の
論
文
は
、「
尾
道
学
」
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
、
亀
山
士
綱
に
よ

っ
て
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
尾
道
志
稿
』
に

よ
り
、「
尾
道
学
」
と
い
う
学
問
成
立
の
可
能
性
と
そ
の
方
法
に
つ
い

て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
論
文
は

拙
論
「
菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
の
視
点 

―
場
所
と
間
柄
―
」（
梅
光

学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
紀
要 
第
二
三
号
、
二
〇
〇
八
、
五
一

頁
～
五
九
頁
）
と
対
を
成
す
も
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
『
尾
道
学
と
映
画
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
』（
中
川
書
店
、
鈴
木
右
文
共
著
）
を
編
著
刊
行
し
、
最
近
そ
れ

が
「
尾
道
学
」
の
名
の
起
こ
り
で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
浅
学
の
筆
者
ゆ
え
、
そ
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る

が
、
た
し
か
に
尾
道
全
体
を
単
に
物
理
的
な
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
歴

史
的
総
合
性
を
も
っ
て
広
く
深
く
学
問
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
豊
か

な
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
意
図
で
「
尾
道
学
」
を
提
唱
し

た
の
は
自
覚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
僭
越
な
が
ら
、
そ
こ
で
期
待
さ

れ
る
尾
道
学
と
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
も
の
だ
と
い
え
る
。 

ま
ず
、
そ
の
一
方
の
中
心
軸
は
尾
道
の
本
質
的
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
所
に
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
他
の
中
心
軸
は
尾
道
の
尾
道
ら

し
い
発
展
、
す
な
わ
ち
実
践
的
な
可
能
性
を
探
り
実
践
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
軸
が
共
鳴
し
あ
っ
て
こ
そ
真
の
地
域
学
が
成

立
す
る
こ
と
を
、
尾
道
研
究
と
い
う
場
で
実
現
し
て
み
た
い
と
い
う

意
図
が
あ
る
。 

実
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
を
持
ち
つ
つ
も
未
熟
な
自
己
が
「
尾
道

学
」
を
提
唱
す
る
こ
と
に
恥
じ
ら
い
を
感
じ
、
一
九
九
三
年
八
月
に

そ
の
意
図
で
は
じ
め
て
刊
行
し
た
『
尾
道
と
い
う
場
所
論
―
志
賀
直

哉
・
小
林
和
作
・
大
林
宣
彦
の
風
景
―
』（
中
川
書
店
）
に
は
意
識
的

に
「
尾
道
学
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
本

が

幸

い

な

こ

と

に

、

ア

メ

リ

カ

議

会

図

書

館

（T
h
e
 
L
i
b
r
a
r
y
 
o
f
 

C
o
n
g
r
e
s
s

）
の
委
員
会
評
価
を
経
て
同
図
書
館
機
構
に
登
録
納
入
さ

れ
る
に
至
っ
て
（C

A
L
L
 N
U
M
B
E
R
:
 D
S
8
9
7
.
O
5
7
2
 A
7
3
 1
9
9
3
 F
T
 M
E
A
D
E

）
、

尾
道
研
究
の
価
値
と
責
任
を
痛
感
し
、
そ
の
後
も
、「
尾
道
学
」
を
念

頭
に
お
い
て
、
論
文
を
書
き
続
け
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

今
日
、「
尾
道
学
」
は
、
尾
道
市
立
大
学
と
尾
道
市
、
そ
し
て
多
く

の
尾
道
市
民
と
が
共
同
で
企
画
し
研
究
、
公
開
、
実
践
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
聞
く
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
い
え
る
。

本
来
、
尾
道
学
は
尾
道
市
民
が
中
軸
と
な
っ
て
深
化
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
こ
そ
ゆ
る
ぎ
な
い
姿
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
筆
者
も
今
後

と
も
尾
道
市
民
の
か
た
が
た
に
多
く
の
教
え
を
請
う
こ
と
を
祈
念
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
尾
道
学
」
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

多
く
の
先
駆
者
が
存
在
す
る
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
亀
山
士
綱
も
そ

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
広
島
藩
の
命
を
受
け
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
年
）
に
脱
稿
し
た
と
さ
れ
る
主
著
『
尾
道
志
稿
』
は
、
ま
さ
に
尾

道
学
そ
の
も
の
と
い
え
る
尾
道
に
関
す
る
豊
か
な
地
誌
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
単
に
思
い
つ
き
の
調
査
や
記
録
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
の
学
問

http://www.loc.gov/
http://www.loc.gov/
http://www.loc.gov/
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の
方
法
を
軸
に
し
た
研
究
書
で
も
あ
る
。
小
論
で
は
主
に
、
そ
の
研

究
方
法
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
尾
道
学
」
の
方
法
の
一
端
を
求
め

る
こ
と
と
す
る
。 

 

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
、
昭
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
活
字
復
刻
版
、

亀
山
士
綱
著
、
得
能
正
通
編
『
尾
道
志
稿
』
（
備
後
郷
土
史
会
発
行
）

を
用
い
、
同
書
の
旧
漢
字
、
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
の
も
の
に
直
し
て

引
用
す
る
。 

  

一 

菅
茶
山
『
福
山
史
料
』
の
方
法 

  

『
尾
道
志
稿
』
に
、
亀
山
士
綱
の
師
、
菅
茶
山
は
次
の
よ
う
な
序

を
寄
せ
て
い
る
（
引
用
し
た
荒
木
雪
葉
氏
に
よ
る
書
き
下
し
全
文
は

本
誌
縦
一
〇
頁
参
照
）
。 

ま
ず
、「
尾
道
は
、
官
驛
の
通
衢
（
つ
う
く
）
に
し
て
、
海
路
の
要
津

な
り
。
こ
こ
を
以
て
そ
の
名
四
方
に
聞
こ
え
、
知
ら
ざ
る
者
無
し
。

然
れ
ど
も
そ
の
稱
す
る
所
、
民
戸
の
富
・
魚
鹽
の
利
に
過
ぎ
ず
、
殊

に
そ
の
江
山
の
最
も
勝
り
て
風
土
の
最
も
舊
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
」

（
漢
文
原
著
＝
『
尾
道
志
稿
』
序
文
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
尾
道
志
稿
』
執
筆
の
価
値
は
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
尾
道
が
、
景
観
、
歴
史
と
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
だ
と
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
に
続
い
て
、
菅
茶
山
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、

単
に
偶
然
的
に
景
観
や
歴
史
を
著
わ
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
か

つ
て
菅
茶
山
が
著
わ
し
た
『
福
山
史
料
』
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

筆
者
は
先
に
、
拙
論
「
菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
の
視
点 

―
場
所

と
間
柄
―
」
（
梅
光
学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
紀
要 

第
二
三
号
、

二
〇
〇
八
、
五
一
頁
～
五
九
頁
）
に
お
い
て
、『
福
山
志
料
』
の
方
法

に
つ
い
て
、
些
か
の
考
察
を
試
み
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
こ

と
を
述
べ
た
。 

① 

資
料
に
つ
い
て
は
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
。
（
五
二
頁
） 

② 

一

般

的

な

歴

史

資

料

に

お

け

る

福

山

に

関

す

る

記

述

を

記

す

こ

と
、
福
山
独
自
の
記
録
に
関
し
て
は
こ
れ
を
詳
述
す
る
こ
と
。
す

な
わ
ち
、
普
遍
的
な
記
述
態
度
と
記
述
内
容
を
重
視
し
つ
つ
、
そ

れ
を
背
景
と
し
て
個
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、

そ
こ
で
表
現
さ
れ
た
個
を
詳
述
す
る
こ
と
で
、
個
に
よ
っ
て
構
成

さ

れ

た

普

遍

を

限

定

す

る

と

い

う

作

業

を

歴

史

的

考

察

の

中

で

行
っ
て
い
く
。
（
五
二
頁
～
五
四
頁
） 

③ 

こ
の
②
の
方
法
は
、
前
半
は
場
所
に
よ
る
個
の
限
定
、
後
半
は
個

に
よ
る
場
所
の
限
定
に
相
当
し
、
西
田
幾
多
郎
に
依
拠
す
る
哲
学

的
場
所
論
の
方
法
と
類
比
性
が
あ
る
。
（
五
三
頁
） 

④ 

自
然
現
象
な
ど
に
お
い
て
も
、
人
為
に
配
慮
し
た
記
述
が
爲
さ
れ

て
い
る
。
（
五
四
頁
） 

⑤ 

こ
の
④
の
方
法
は
、
和
辻
哲
郎
に
依
拠
す
る
間
柄
の
概
念
の
表
現

だ
と
い
え
る
。
こ
の
間
柄
の
表
現
は
、
単
な
る
地
誌
で
は
な
く
、

そ
の
土
地
に
纏
わ
る
文
学
、
芸
術
面
で
の
、
人
間
と
、
形
勝
気
候

な
ど
の
関
係
表
現
と
し
て
示
さ
れ
る
。
（
五
五
頁
） 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
『
福
山
志
料
』
の
記
述
態
度
を

目
安
と
し
て
、『
尾
道
志
稿
』
の
方
法
を
検
討
す
れ
ば
、
菅
茶
山
の
弟
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子
と
し
て
亀
山
士
綱
が
い
か
に
工
夫
し
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
。 

  

二 

『
尾
道
志
稿
』
に
お
け
る
場
所
論
的
視
点 

  

前
節
②
に
お
け
る
場
所
論
的
視
点
の
う
ち
、
普
遍
的
な
背
景
を
記

す
点
に
お
い
て
は
、『
福
山
志
料
』
で
地
球
上
の
経
緯
か
ら
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
、
『
尾
道
志
稿
』
で
は
、
「
尾
道
」
と
い
う
項
目
の
表
題
下

に
「
北
極
出
地
三
十
四
度
三
十
一
分
」
（
『
尾
道
志
稿
』
一
頁
）
と
緯

度
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
こ
の
よ
う
な
地
球
的
視
点
は
先

駆
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
尾
道
の
場
所
は
、「
芸
州
広
島
よ
り
陸
路
十
九
里
半
、
東

に
あ
り 

海
路
二
十
五
里
」
（
『
尾
道
志
稿
』
一
頁
）
と
、
中
国
地
方

の
中
心
都
市
か
ら
の
位
置
関
係
を
記
し
、
「
尾
道
は
御
調
郡
に
属
し
、

東
、
福
山
領
に
接
す
。
」（
『
尾
道
志
稿
』
一
頁
）
と
徐
々
に
、
そ
の
位

置
関
係
を
狭
め
て
記
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
普
遍
か
ら
個

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
、
場
所
論
的
方
法
の
一
端
を
意
味
す

る
。 

 

ま
た
、
そ
の
位
置
を
「
九
州
よ
り
江
戸
へ
の
街
道
、
諸
国
往
還
の

船
舟
か
な
ら
す
爰
に
収
泊
す
。
」（
『
尾
道
志
稿
』
一
頁
）
と
動
き
の
中

で
表
現
し
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
点
が
尾
道
に
と
っ
て
特
徴
的
な
点

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
記
④
の
人
為
に
依
拠
す
る
方
法
や
、
⑤
の
間

柄
の
表
現
に
関
す
る
表
現
に
繋
が
っ
て
い
く
。 

 

こ
の
『
尾
道
志
稿
』
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
尾
道
の
位
置
関
係
を

地
理
的
に
述
べ
つ
つ
、
「
尾
道
古
名
玉
の
浦
」
（
『
尾
道
志
稿
』
一
頁
）

と
、
歴
史
的
な
一
語
に
言
及
す
る
や
、
記
述
は
、「
万
葉
集
」
、「
夫
木

集
」
、
「
前
太
平
記
」
、
「
太
平
記
」
、
「
後
太
平
記
」
、
「
道
ゆ
き
ぶ
り
」
、

「
九
州
の
道
の
記
」
、「
海
東
諸
国
記
」
、「
陰
徳
太
平
記
」
、「
英
草
紙
」
、

「
玉
浦
記
」
、
「
芸
備
国
郡
志
」
な
ど
を
広
く
引
用
し
て
、
文
学
、
旅

行
記
、
地
誌
な
ど
に
い
か
に
豊
か
に
言
及
さ
れ
た
か
を
示
し
、
尾
道

を
多
角
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
さ
れ
る
。 

こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
方
法
は
、
上
記

②
③
で
述
べ
た
、
個
に
よ
っ
て
普
遍
を
限
定
す
る
と
い
う
方
法
に
相

当
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
開
始
さ
れ
る
『
尾
道
志
稿
』
で
あ
る
が
、
巻
之

一
で
は
定
石
ど
お
り
公
署
、
街
市
、
畝
高
、
戸
口
と
述
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
、
舟
船
、
池
、
海
、
山
、
石
は
、
尾
道
ら
し

さ
を
顕
著
に
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。 

 

舟
船
は
、
「
二
百
三
十
五
艘
」
（
一
〇
頁
）
と
だ
け
あ
る
が
、
や
は

り
人
口
九
千
四
百
八
十
八
人
（
一
〇
頁
）
に
比
し
て
、
そ
の
数
の
多

さ
、
ま
た
、
記
す
べ
き
必
然
性
は
、
海
に
依
拠
す
る
尾
道
の
特
徴
で

あ
る
。 

 

池
は
、
三
箇
所
の
防
火
用
水
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
頁
）
。
そ

の
久
保
町
は
尾
道
中
央
部
の
低
地
繁
華
街
、
正
授
院
は
や
や
東
よ
り

の
平
地
、
寶
土
寺
は
や
や
西
よ
り
の
高
地
と
、
計
画
的
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
て
取
れ
る
。 

 
山
は
、
高
い
と
こ
ろ
で
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル
程
度
で
は
あ
る
が
、

海
か
ら
見
上
げ
れ
ば
姿
か
た
ち
の
美
し
さ
は
格
別
で
、
前
後
で
述
べ

る
よ
う
に
、
古
来
、
文
学
や
紀
行
文
の
素
材
と
な
っ
て
き
た
。
と
同

時
に
、
東
に
独
立
し
て
い
る
浄
土
寺
山
、
中
央
に
連
山
を
爲
す
西
国
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寺
山
、
愛
宕
山
、
大
山
寺
山
、
ま
た
、
西
に
連
山
を
爲
す
善
勝
寺
山
、

千
光
寺
山
、
持
光
寺
山
の
い
ず
れ
も
、
宗
教
的
な
山
名
を
有
す
る
（
一

一
頁
）
。
実
際
、
現
地
に
赴
け
ば
、
そ
れ
ら
の
山
は
地
形
学
上
の
山
と

い
う
よ
り
は
、
寺
院
の
山
名
と
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
程
度
の
山
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
あ
え
て
山
と
し
て
記
さ
れ
る
の
が
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
。 

 

石
に
つ
い
て
は
、
千
光
寺
山
に
あ
る
鼕
鼕
（
と
う
と
う
）
岩
と
、

善
勝
寺
山
に
あ
る
博
樗
（
ば
く
ち
）
岩
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後

者
は
由
来
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
古
来
有
名
な
岩
で
あ
る
。

「
土
人
ほ
ん
ほ
ん
岩
（
ぽ
ん
ぽ
ん
岩
）
と
云
。
小
石
に
て
打
け
ば
鼓

の
音
出
る
と
云
。
」（
一
一
頁
）
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、

今
日
も
尾
道
水
道
を
見
下
ろ
す
岩
の
上
に
立
ち
、
こ
ぶ
し
程
度
の
小

石
で
叩
く
と
、
な
か
に
空
洞
で
も
あ
る
か
の
ご
と
き
ぽ
ん
ぽ
ん
と
響

く
音
が
す
る
。『
尾
道
志
稿
』
に
は
、
菅
茶
山
が
こ
の
岩
を
素
材
に
記

し
た
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
、
こ
の
岩
の
側
面
に
、
こ
の

詩
の
一
部
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
巻
之
一
は
、
そ
の
性
格
上
総
論
を
述
べ
る
巻
で
あ

り
な
が
ら
、
普
遍
的
総
論
と
、
尾
道
と
い
う
個
と
が
対
応
し
つ
つ
述

べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
尾
道
志
稿
』
に
特
徴
的
な
の
は
、
全
十
巻
の

う
ち
、
巻
之
三
か
ら
、
巻
之
七
ま
で
が
、
塔
寺
す
な
わ
ち
、
仏
教
の

史
跡
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
巻
之
二
の
廟
墓
、
す
な
わ

ち
多
く
は
神
社
、
祠
の
類
を
加
え
れ
ば
、
実
に
半
分
以
上
の
章
が
、

宗
教
的
な
史
跡
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の

記
述
は
、
単
に
場
所
や
由
来
を
記
す
の
み
で
は
な
い
。 

 

特
に
浄
土
寺
に
関
し
て
は
、
巻
之
三
と
巻
之
四
の
二
巻
を
費
や
し

て
（
二
〇
頁
～
四
八
頁
）
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
や
所
蔵
物
件
と
と
も
に
、

寄
進
、
法
令
な
ど
の
資
料
や
、
足
利
尊
氏
が
開
い
た
歌
会
の
歌
な
ど

を
微
細
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
、
浄
土
寺
の
多
面
的
価
値
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
単
に
尾
道
に
属
す
る
資
料
と
い
う
の
み

な
ら
ず
、
西
大
寺
な
ど
と
の
交
流
を
示
す
普
遍
的
性
格
の
強
い
資
料

を
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
地
道
な
作
業
は
、
上
記
①
の
原
典
に
忠
実
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
②
の
な
か
の
個
を
豊
か
に
表
現

す
る
こ
と
で
、
普
遍
的
全
体
を
豊
か
に
限
定
す
る
作
業
を
意
味
し
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
記
述
姿
勢
は
、
師
の
菅
茶
山
を
受
け
継
い
だ

も
の
だ
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
色
合
い
の
濃
さ
は
、『
福

山
史
料
』
以
上
の
も
の
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
亀
山
士
綱
自
身
に
起
因
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今

日
、
信
行
寺
境
内
、
本
堂
よ
り
一
段
下
の
、
山
陽
本
線
沿
い
の
亀
山

家
墓
所
の
奥
に
あ
る
亀
山
士
綱
の
墓
所
に
は
、「
亀
山
紀
卿
君
碑
」
が

建
ち
頼
山
陽
の
筆
に
な
る
顕
彰
文
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
、「
君
の

性
、
恬
裕
慈
恤
、
善
を
揚
げ
悪
を
匿
し
、
音
問
怠
け
ず
、
屢
（
し
ば

し
）
ば
資
を
捐
て
て
窮
に
振
る
ま
い
、
邑
水
乏
し
け
れ
ば
井
を
穿
ち

て
泉
を
獲
る
を
爲
し
、
人
呼
び
て
萬
年
井
と
曰
う
。
ま
た
廢
井
を
渫

う
も
の
二
。
」
（
書
き
下
し
は
本
誌
縦
一
〇
～
一
一
頁
を
引
用
す
る
。
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
正
義
心
と
奉
仕
心
の
強
い
性
格
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
、
亀
山
士
綱
個
人
に
そ
の
よ
う
な

側
面
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
信
仰
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。 
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と
同
時
に
や
は
り
、
亀
山
士
綱
個
人
に
と
っ
て
の
普
遍
、
尾
道
と

い
う
土
地
柄
に
信
仰
心
が
厚
い
こ
と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

青
木
茂
編
『
新
修
尾
道
市
史 

第
六
巻
』（
尾
道
市
役
所
、
昭
和
五
二

年
）
に
、「
尾
道
は
寺
院
が
多
い
、
と
誰
も
が
い
う
が
、
実
際
常
識
以

上

に

多

か

っ

た

。
」
「

そ

れ

は

、

尾

道

商

人

の

財

力

が

そ

う

さ

せ

た

」

（
『
新
修
尾
道
市
史 

第
六
巻
』
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
七
世
紀
初
期
に
は
八
一
寺
を
数
え
た
と
さ
れ
て
い
る
（
『
新
修
尾
道

市
史 

第
六
巻
』
五
頁
）
。
広
域
合
併
後
の
今
日
で
さ
え
一
五
万
人
を

少
し
割
る
程
度
の
人
口
の
町
と
し
て
は
密
度
が
高
い
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
長
江
一
丁
目
の
慈
観
寺
の
逸
話
も
著
名
で
あ
る
。
当
寺
は

豪
商
橋
本
家
の
檀
那
寺
で
あ
り
、
墓
域
に
は
橋
本
家
ゆ
か
り
の
も
の

の
み
が
葬
っ
て
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
こ
の
寺
に
つ
い
て
は
「
本
堂

は
天
保
の
大
飢
饉
に
さ
い
し
、
時
の
橋
本
竹
下
翁
が
貧
民
救
済
の
た

め
に
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
起
工
、
同
八
年
竣
工
し
た
い
わ
ゆ

る
慈
善
事
業
と
し
て
の
建
築
で
あ
っ
た
。
」（
『
新
修
尾
道
市
史 

第
六

巻
』（
昭
和
五
二
年
）
七
〇
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
豪
商
が
、
飢

饉
に
苦
し
む
住
民
を
救
う
た
め
に
、
単
に
施
し
を
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
信
仰
に
基
づ
く
仕
事
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
心
両

面
で
救
済
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
本
堂
建
設

と
い
う
宗
教
的
な
色
彩
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
全
体
と
し
て
の
尾
道
の
宗
教
的
雰
囲
気
が
、
亀
山
士

綱
個
人
に
対
し
て
緻
密
な
宗
教
施
設
の
記
述
を
促
し
た
と
い
え
る
。 

こ
う
し
て
、
『
尾
道
志
稿
』
も
ま
た
、
『
福
山
志
料
』
と
同
様
、
筆

者
な
り
の
理
解
に
基
づ
く
、
西
田
幾
多
郎
に
起
因
す
る
場
所
論
の
構

図
を
保
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

  

三 

『
尾
道
志
稿
』
に
お
け
る
人
為
的
視
点 

 

先
の
④
⑤
に
関
す
る
記
述
も
ま
た
、
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
。 

ま
ず
、
先
に
も
言
及
し
た
、
「
尾
道
古
名
、
玉
の
浦
」
（
一
頁
）
と

し
て
、「
万
葉
集
」
、「
夫
木
集
」
、「
前
太
平
記
」
、「
太
平
記
」
、「
後
太

平
記
」
、「
道
ゆ
き
ぶ
り
」
、「
九
州
の
道
の
記
」
、「
海
東
諸
国
記
」
、「
陰

徳
太
平
記
」「
英
草
紙
」
、「
玉
浦
記
」
等
々
、
古
今
の
文
献
を
多
く
引

用
し
て
い
る
が
、
特
に
文
学
作
品
に
類
す
る
引
用
が
多
い
の
は
、
先

術
の
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
が
『
風
土
』（
昭
和
一
〇
年

／
昭
和
一
八
年
）
で
述
べ
た
よ
う
な
、「
他
人
に
お
い
て
己
れ
を
見
い

だ
し
、
自
他
の
合
一
に
お
い
て
絶
対
的
否
定
性
に
還
り
行
く
」「
人
間

が
風
土
に
お
い
て
己
を
見
い
だ
す
こ
と
」（
和
辻
哲
郎
『
風
土
』
岩
波

書
店
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
／
二
〇
〇
七
年
、
二
二
頁
）
と
す

る
「
間
柄
」
の
概
念
と
の
連
関
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

す
な
わ
ち
、
あ
る
土
地
に
関
し
て
記
述
す
る
行
為
は
、
記
述
者
が

あ
る
土
地
を
自
己
の
意
識
の
中
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

そ
の
よ
う
な
自
他
の
合
一
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
あ
り
方
を

否
定
す
る
行
為
で
も
あ
る
。
文
学
作
品
は
、
客
観
的
な
風
景
の
描
写

で
あ
っ
て
も
、
作
者
の
意
図
を
あ
ら
わ
に
す
る
機
能
を
持
つ
も
の
と

し
て
言
及
さ
れ
る
。
反
面
、
作
者
は
、
あ
る
具
体
的
な
風
景
を
描
写

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
風
景
の
普
遍
的
な
意
味
か
ら
は
逃
れ
ら

れ
な
い
。
自
分
の
思
い
を
述
べ
よ
う
と
し
て
も
、
あ
る
具
体
的
な
風
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景
に
言
及
す
る
限
り
、
ど
の
よ
う
に
脚
色
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
風

景
の
現
実
か
ら
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、
風
景
の
描
写
は
、
人
為
的
視
点
の
も
つ
相
互
否
定
的

作
用
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
上
記
、
諸
文
献
の

こ
と
ご
と
く
が
そ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、「
玉
の
浦
」
と
い
う
古
名
に
言
及
す
る
だ
け
で
、
多
く
の
文

献
を
引
用
し
た
こ
と
は
、『
尾
道
志
稿
』
に
お
い
て
、
強
く
そ
の
よ
う

な
視
点
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
人
為
的
視
点
が
最
も
純
粋
に
表
現
さ
れ
る
の
が
、
巻

之
九
、
「
土
産
」
、
「
風
俗
」
の
項
で
あ
る
。 

「
土
産
」
と
し
て
は
、「
芸
備
国
郡
志
」
の
記
述
と
し
て
「
尾
道
石
」

と
「
木
綿
蹈
皮
（
た
び
）
」
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
八
頁
）
。
ま

た
、
正
徳
二
年
の
も
の
と
し
て
は
「
切
石
」
、「
雑
喉
鮓
（
ざ
こ
す
し
）
」
、

「
雑
喉
腸
塩
辛
」
、
「
丸
編
笠
」
、
「
刺
足
袋
」
、
「
酢
」
、
「
醤
油
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
九
八
頁
）
。
ま
た
、
享
保
六
年
の
も
の
と
し
て
は
、

「
石
細
工
」
、
「
み
か
け
石
」
、
「
鍛
冶
細
工
」
、
「
編
笠
小
笠
」
、
「
刺
足

袋
」
、
「
雑
喉
魚
鮓
」
、
「
小
魚
腸
塩
辛
」
、
「
阿
伽
陀
圓
」
、
「
酢
」
、
「
ざ

ぼ
ん
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
八
頁
）
。
そ
し
て
、
今
の
も
の
と
し

て
、
「
切
石
」
、
「
雑
喉
鮓
」
、
「
鮴
（
め
ば
る
）
塩
辛
」
、
「
阿
伽
陀
圓
」
、

「
刺
足
袋
」
、
「
魬
（
は
ま
ち
）
」
、
「
鱶
（
ふ
か
）
」
、
「
鱸
（
す
ず
き
）
」
、

「
鉄
碇
」
、
「
編
笠
」
、
「
線
香
」
、
「
保
命
酒
」
、
「
帆
」
、
「
酢
」
、
「
渋
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
九
頁
）
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
尾
道
を
髣
髴
と

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
魚
や
海
産
物
は
当
然
と
し
て
も
、

特
に
酢
や
醤
油
と
い
っ
た
醸
造
品
、
阿
伽
陀
圓
や
保
命
酒
の
よ
う
な

薬
な
ど
は
、
本
来
、
文
化
が
発
展
し
、
文
物
の
往
来
が
盛
ん
な
土
地

の
特
産
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
尾
道
が
い
か
に
発
展
し
て
い
た
か
が

理
解
で
き
る
。 

ま
た
、「
風
俗
」
は
、
正
月
か
ら
大
晦
日
に
至
る
ま
で
の
年
中
行
事

の
具
体
的
運
営
が
、
用
い
ら
れ
る
道
具
、
食
事
に
至
る
ま
で
詳
細
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
（
九
九
頁
～
一
〇
五
頁
）
。 

こ
れ
ら
の
一
連
の
記
述
は
、
尾
道
に
視
点
を
据
え
て
、
で
き
る
だ

け
詳
細
に
述
べ
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
尾
道
と

い
う
場
所
が
、
物
理
的
な
場
所
と
い
う
の
で
は
な
く
、
生
活
の
場
と

し
て
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。 

か
く
し
て
、
こ
の
『
尾
道
志
稿
』
に
お
い
て
も
『
福
山
史
料
』
と

同
様
、「
間
柄
」
概
念
と
連
関
す
る
人
為
的
視
点
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

  

四 

亀
山
士
綱
と
「
間
柄
」
の
実
践
、
そ
し
て
尾
道
学
へ 

  

先
に
、
筆
者
は
、
菅
茶
山
が
「
間
柄
」
の
実
践
者
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
た
が
、
す
で
に
「
亀
山
紀
卿
君
碑
」
の
碑
文
に
つ
い
て
引

用
し
た
よ
う
に
、
亀
山
士
綱
も
ま
た
、
地
域
の
、
特
に
貧
し
い
人
や

困
っ
た
こ
と
に
関
し
て
尽
力
し
た
実
践
者
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
実
践
の
指
針
と
し
て
も
こ
の
『
尾
道
志
稿
』
は
ふ
さ
わ
し
い

書
で
あ
る
。 

 
そ
れ
は
第
一
に
、
本
書
は
、
尾
道
の
本
質
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の

と
し
て
、
ま
さ
に
尾
道
の
学
、
尾
道
学
だ
か
ら
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
第
二
に
、
小
論
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
そ
の
記
述
方
法
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は
存
在
論
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
学
問

の
根
底
が
存
在
論
だ
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
場
所
論

を
援
用
し
て
理
解
す
れ
ば
そ
の
記
述
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う
に
、

『
尾
道
志
稿
』
の
根
底
に
は
存
在
論
が
横
た
わ
る
。 

第
三
に
、
そ
れ
は
机
上
の
空
論
で
は
な
い
。
あ
る
地
名
を
か
ぶ
せ

た
学
問
を
遂
行
す
る
意
思
に
は
、
そ
の
土
地
を
冷
静
に
分
析
し
研
究

す
る
態
度
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
そ
の

土
地
と
そ
の
土
地
に
住
む
人
や
文
物
を
あ
く
ま
で
愛
し
、
親
し
く
関

わ
る
姿
勢
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
単
な
る

感
情
論
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
問
の
立

場
か
ら
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

す
な
わ
ち
、
あ
る
土
地
を
調
査
し
よ
う
と
す
れ
ば
厳
密
で
よ
り
詳

細
な
情
報
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
求
め
ら
れ
る
の
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
、
土
地
と
、
住
民
と
文
物
と
の
密
接
な
関
係
、
「
間
柄
」

が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
そ
の
関
係
、「
間
柄
」
は
否
定
的
関
係
や

冷
た
い
関
係
、
ま
た
軍
事
上
の
強
制
な
ど
で
は
な
く
、
土
地
と
、
住

民
と
文
物
の
発
展
を
願
い
実
践
す
る
肯
定
的
関
係
や
暖
か
い
関
係
で

あ
る
ほ
う
が
は
る
か
に
効
果
的
だ
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

ま
し
て
、
亀
山
士
綱
の
よ
う
に
、
自
ら
重
要
な
立
場
と
し
て
そ
の
ま

ち
で
暮
ら
し
、
そ
の
ま
ち
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
は
、
学
問
の
方
法

と
い
う
側
面
か
ら
言
っ
て
も
最
も
す
ぐ
れ
た
仕
方
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
実
践
は
学
問
の
た
め
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
む
し
ろ
豊
か
な
情
報
が
手
に
入
る
の
で
あ
る
。 

今
日
の
自
ら
追
及
す
る
尾
道
学
も
、
か
く
無
償
の
実
践
あ
っ
て
こ
そ

成
果
が
上
が
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
今
後
の
糧
と

し
た
い
。 

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
尾
道
学
を
遂
行
す
る
方
法
の
一
端
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

は
じ
め
に
情
報
収
集
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
面
は
す

べ
て
の
前
提
を
抜
き
に
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、
可
能
な
限
り
緻
密
な
情
報
を
収
集
す
る
。
そ
の
際
、
参
考
に

す

べ

き

は

フ

ッ

サ

ー

ル

の

現

象

学

的

還

元(
P
h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 

R
e
d
u
k
t
i
o
n
)

の
方
法
で
あ
る
。 

周
知
の
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
現
象
学
的
還
元
と
は
、「
或
る
実

在

と

思

わ

れ

る

超

越

的

な(
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
)

も

の

一

般

の

排

除

」

(
E
d
m
u
n
d
 H

u
s
s
e
r
l
,
 D

i
e
 I

d
e
e
 d

e
r
 P

h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
,
 M

a
r
t
i
n
u
s
 

N
i
j
h
o
f
f
,
 1
9
7
3
,
 S
.
9
)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
認
識
に
伴

う
主
観
性
を
認
め
た
上
で
、
超
越
的
す
な
わ
ち
客
観
的
対
象
だ
と
思

わ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
所
詮
主
観
に
捉
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
自
覚
し
そ
の
よ
う
に
認
識
し
直
す
こ
と
と
規
定
す
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
捉
え
た
も
の
を
は
じ
め
か
ら
然
々

の
も
の
と
規
定
す
る
こ
と
が
思
い
込
み
の
危
険
性
を
保
持
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
情
報
は
何
の
前

提
も
無
く
、
自
分
の
意
識
に
現
れ
る
が
ま
ま
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

小
論
第
一
節
を
省
み
れ
ば
、
①
の
、
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が

こ
の
、
主
観
性
の
排
除
に
相
当
す
る
。 

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
で
は
、
単
な
る
事
柄
の
羅
列
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
求
め
ら
れ
る
の
が
、
探
求
目
的
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に
応
じ
た
前
提
の
設
定
で
あ
る
。「
従
っ
て
次
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
与

性(
G
e
g
e
b
e
n
h
e
i
t
)

を
、
す
べ
て
の
変
容
に
従
っ
て
追
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」(

E
d
m
u
n
d
 H
u
s
s
e
r
l
,
 D
i
e
 I
d
e
e
 d
e
r
 P
h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
,
 

S
.
1
3
)

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
の
何

か
に
対
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
持
っ
て
い
る
か
を
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
尾

道
学
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
尾
道
の
探
求
」
が
そ
れ
に

相

当

す

る

。

フ

ッ

サ

ー

ル

の

叙

述

は

こ

れ

に

続

い

て

「

本

来

的

な

(
e
i
g
e
n
t
l
i
c
h
)

所

与

性

と

非

本

来

的

な

所

与

性

、

ま

た

、

端

的

な

(
s
c
h
l
i
c
h
t
)

所
与
性
と
綜
合
的(

s
y
n
t
h
e
t
i
s
c
h
)

所
与
性
、
い
わ
ば
一

挙
に
構
成
さ
れ
る
所
与
性
と
そ
の
本
質
に
従
っ
て
単
に
徐
々
に
作
り

上
げ
ら
れ
る
所
与
性
、
絶
対
的
に
妥
当
す
る
所
与
性
と
所
与
性
と
妥

当
性
の
成
立
と
を
無
限
に
高
く
獲
得
す
る
所
与
性
な
ど
を
徐
々
に
追

求

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」(
E
d
m
u
n
d
 
H
u
s
s
e
r
l
,
 
D
i
e
 
I
d
e
e
 
d
e
r
 

P
h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
,
 S
.
1
3
)

と
述
べ
、
学
の
具
体
的
遂
行
可
能
性
を
拓

く
。
こ
の
「
所
与
性
」
を
そ
の
ま
ま
「
尾
道
」
に
置
き
換
え
れ
ば
即

座
に
「
尾
道
学
」
の
可
能
性
に
相
当
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

小
論
第
一
節
の
②
を
省
み
れ
ば
、
普
遍
的
な
尾
道
と
そ
こ
に
生
じ

る
尾
道
の
個
々
の
表
現
と
が
、
③
で
述
べ
た
よ
う
な
場
所
論
的
な
発

想
に
も
繋
が
る
が
、
他
方
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
所
与
性
と
の
対
比
と

も
適
合
す
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
普
遍
的
な
尾
道
と

そ
こ
に
成
立
す
る
個
々
の
現
象
と
を
区
別
し
つ
つ
両
立
す
る
考
察
態

度
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
場
合
に
本
質
や
普
遍
を
見
極
め
る
作
業
が
要
求
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
②
で
述
べ
た
よ
う
な
歴
史
的
理
解
で
あ
る
。 

歴
史
的
変
容
は
、
普
遍
と
個
の
相
互
交
流
の
軌
跡
で
あ
る
。
歴
史

の
流
れ
を
事
実
の
羅
列
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
相
互
交
流
の

必
然
性
の
軌
跡
と
し
て
捉
え
直
す
と
こ
ろ
に
、
普
遍
が
見
え
て
く
る
。

そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
、
そ
の
普
遍
的
な
事
象
が
成
立
す
る
根
拠
を
求

め
る
流
れ
の
中
に
、
尾
道
の
本
質
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

さ
ら
に
、
か
く
歴
史
的
変
容
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
り
な

く
、
人
間
を
焦
点
と
し
た
存
在
す
べ
て
と
の
関
わ
り
、
間
柄
の
歴
史

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
第
一
節
の
④

⑤
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

そ
し
て
最
後
に
、
菅
茶
山
や
亀
山
士
綱
が
行
っ
た
よ
う
な
、「
善
き

実
践
」
で
あ
る
。
こ
の
実
践
に
は
、
尾
道
の
本
質
が
中
心
軸
に
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
本
質
か
ら
遠
い
実
践
は
尾
道
に

存
在
す
べ
き
必
然
性
を
失
い
、
実
り
の
少
な
い
も
の
に
な
り
か
ね
な

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
え
て
「
善
き
」
を
付
け
た
の
は
、
世
界

を
善
く
し
て
い
く
意
志
の
無
い
、
自
己
中
心
的
な
実
践
は
、
結
局
は

地
域
を
滅
亡
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
尾
道
の
方
々
が
宗
教
的

な
背
景
の
下
に
「
善
い
」
を
追
求
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
を
行
っ
た
こ
と
は
歴
史
に
明
ら
か
で
あ
る
。
宗
教
が
す
べ
て

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
普
遍
的
に
い
え
ば
、

「
善
い
」
を
探
求
し
な
い
と
、
結
局
は
自
ら
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
悟
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
小
論
を
省
み
れ
ば
、
真
の
「
善
い
」
は
、
さ
ら
に
理
念

的
に
は
地
域
全
体
を
超
え
、
全
存
在
へ
と
向
か
う
「
善
い
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
亀
山
士
綱
を
は
じ
め
、
先
述
の
橋
本
竹
下
、
ま
た
、

大
正
一
二
年
に
起
工
し
た
尾
道
市
の
上
水
道
工
事
に
多
額
の
私
財
を
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寄
付
し
た
山
口
玄
洞
、
明
治
三
五
年
に
千
光
寺
共
楽
園
（
現
在
の
千

光
寺
公
園
）
を
市
に
寄
付
し
た
三
木
半
左
衛
門
な
ど
（
尾
道
商
工
会

議
所
編
『
瀬
戸
内
の
港
町
の
歩
み
の
あ
と 

太
平
記
か
ら
今
日
ま
で 

―
尾
道
商
工
会
議
所
百
年
史
―
』
尾
道
商
工
会
議
所
、
平
成
四
年
、

一
八
〇
頁
、
一
八
三
頁
）
、
各
種
産
業
、
行
政
、
交
通
、
築
港
な
ど
に

尽
く
し
た
人
々
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
ま
た
こ
れ
ほ
ど
ま

で
の
顕
著
な
意
志
が
感
じ
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
文
化
人
も
そ
う
と
は

自
覚
し
な
い
な
が
ら
も
尾
道
の
名
を
広
く
知
れ
渡
ら
し
め
、
尾
道
市

民
の
自
覚
と
誇
り
の
材
料
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
人
物
と
し

て
は
、
志
賀
直
哉
、
中
村
憲
吉
、
林
芙
美
子
、
小
林
和
作
、
大
林
宣

彦
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
尾
道
の
多
く
の
方
々
が
現
在
も
そ
の
意
識
を
高
く

持
っ
て
い
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
「
尾
道
学
」
の
試
み
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
ま
た
、
産
業
構
造
の
変
化
に
苦
心
し
な
が
ら
も
何
と
か
尾

道
の
同
一
性
を
新
し
い
形
で
表
現
し
、
観
光
客
を
引
き
付
け
よ
う
と

す
る
努
力
は
、
中
央
商
店
街
を
歩
い
た
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

れ
ら
す
べ
て
が
歴
然
と
進
展
す
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
々
を
惹
き

つ
け
る
尾
道
な
の
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、
亀
山
士
綱
の
方
法
に
即
し
て
、
尾
道
学
の
可
能
性
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
考
察
し
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ほ
ん
の

入
り
口
で
し
か
な
い
。
述
べ
て
き
た
す
べ
て
の
こ
と
を
い
っ
そ
う
深

め
展
開
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
尾
道
研
究
に
お
手
伝
い
を
賜
っ
た
か
た
が
た
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
尾
道
の
い
っ
そ
う
の
ご

発
展
を
お
祈
り
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

直
接
利
用
し
た
参
考
文
献
： 

 

荒
木
正
見
編
著
・
鈴
木
右
文
共
著
『
尾
道
学
と
映
画
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
』
（
中
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
） 

荒
木
正
見
『
尾
道
と
い
う
場
所
論 

―
志
賀
直
哉
・
小
林
和
作
・
大
林

宣
彦
の
風
景
―
』
（
中
川
書
店
、
一
九
九
三
年
） 

亀
山
士
綱
著
、
得
能
正
通
編
『
尾
道
志
稿
』
（
備
後
郷
土
史
会
発
行
、

昭
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
活
字
復
刻
版
） 

拙
論
「
菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
の
視
点 

―
場
所
と
間
柄
―
」（
梅
光

学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
紀
要 

第
二
三
号
、
二
〇
〇
八
、
五
一

頁
～
五
九
頁
） 

青
木
茂
編
『
新
修
尾
道
市
史 

第
六
巻
』（
尾
道
市
役
所
、
昭
和
五
二

年
） 

和
辻
哲
郎
『
風
土
』（
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
／
二
〇

〇
七
年
） 

E
d
m
u
n
d
 
H
u
s
s
e
r
l
,
 
D
i
e
 I

d
e
e
 d

e
r
 P

h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
,
 
M
a
r
t
i
n
u
s
 

N
i
j
h
o
f
f
,
 
1
9
7
3
 

尾
道
商
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